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音楽科授業における記録と観点について
―指導法の学習の質を考える―
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Records and Perspectives in the Music Class:
Considerations regarding the Quality of Learning Teaching Methods
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【要 旨】
教員養成段階の模擬指導に関する研究をこれまで継続してきたが、学生が模擬的に行われる

音楽授業に関して、どのような観点で記録を取り、また評価しているかという傾向を探る。学
生は模擬授業後の話し合いにおいて、議論を交わしながら、共感できる部分と、改善を求める
部分について記録を取る。またその授業を受け評価を行う。これらから教員養成段階の学生
が、音楽的技能面、伴奏面、教師の知識面に観点を置き、模擬授業を受けている傾向が明らか
となった。これにより今後、この段階での音楽授業において学生が着目する観点を知り、内容
について内容改善を検討する一つの糸口となった。

【キーワード】
模擬授業 記録 観点 授業改善

１．はじめに

学生は音楽授業を実施する場合の評価の際ど
のような観点を持ち他の授業者の授業を評価し
ているのか。何に重きを持ち、どのような観点
で他者の授業の評価を行い記録を取っているの
かという視点から本研究を開始した。
特に音楽に関する指導法を学ぶ科目において

も、学習指導要領の改訂時期を踏まえ教育内容
について状況を確認しつつ、これまで改善を試
みてきた。平成２９年小学校学習指導要領の改訂
内容が明らかとなり、３２年度には小学校におい

て全面実施を迎える。過渡期に小学校教諭とな
る学生にとっては学習内容・教育内容について
も対応しつつ学びを深めていかなければならな
い。
小学校音楽科としても小学校学習指導要領の

改訂に伴い、教育の３要素として「知識・技能」
「思考力・判断力・表現力」「主体的に学習に
取り組む態度」が明示され「個別の知識・技能」
「思考力・判断力・表現力」「学びに向力人間
性」という３つの柱が打ち出されたことにより、
音楽科における目標にもその要素が盛り込まれ
た。「何ができるようになるのか」「何を学ぶ
か」「どのように学ぶか」非常に重要な要素と
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なる。さらに小学校音楽の内容構成にも変化が
あり、「他者と協働しながら音楽表現を生み出
す」「主体的・対話的な学び」そして「深い学
び」という課題が提示されている。評価の観点
についてもそれに伴い変化が見られている。
しかし教員養成段階での学生の現状を知るこ

とが、今ある必要性と学習内容・授業改善とし
ては必須であると考えている。また、高等教育
の方向性としては「何を学び、身に付けること
ができるのか」を中軸に据えた学修者本位の高
等教育への転換１）が中教審によりその方向性を
示されている。教員養成の段階においてもその
方向性を踏まえた学習改善が必要である。
また以下中教審では①～③の授業改善に向け

た工夫の視点が挙げられているがこれに基づい
た方向性を持ちつつ音楽科の授業改善に向けた
研究を進める。

［表１］「主体的・対話的深い学び」の実現に向け
た授業改善 中央教育審議会

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授

業改善

① 学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリ

ア形成の方向性と関連付けながら、見通しを持っ

て粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返っ

て次につなげる「主体的な学び」が実現できてい

るか。

② 子供同士の協働、教職員や地域の人との対

話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通

じ、自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が

実現できているか。

③ 習得・活用・探究という学びの過程の中で、

各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働か

せながら、知識を相互に関連付けてより深く理解

したり、情報を精査して考えを形成したり、問題

を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基

に創造したりすることに向かう「深い学び」が実

現できているか。

２．問題と目的

学習指導要領の改訂時期にあたり、主体的学
びとは何か。対話的学びとは何か。そして育成
を目指す資質・能力の３つの柱とはいかに学び
実践し、指導する立場となればよいのか教員養
成課程におけるその学びとはどのように身に付
け、どのように学ぶべきであるのか疑問も多い。
指導要領改訂の年であり、現行の指導要領を

学びつつ新学習指導要領への移行を味わう年そ
のたびに養成校においてはその困難さにおいて
は毎回改訂期の深い理解と学びへつなげる役割
を担っている責任の重さを感じている。本学の
教員養成段階にある学生はまだ多くの授業実践
の経験があるわけではない。そこで相互に模擬
授業を受ける中で様々に経験を重ねていくこと
になる。しかし、音楽授業のなかで自信が持て
ず、現段階において何をすべきかを知ることは
非常に難しい。これまでの研究においては、自
身の課題について明確にすることを目的に研究
を進めてきた。そこで学生が模擬授業の記録を
とりながら、どのような視点で授業に関して共
感的内容、改善的内容であると感じ、評価を
行っているか。それを明らかにすることで現状
その不足する部分について補いつつ授業を進め
ていく必要性が感じられる。短い時間での即戦
力としての教師像を期待される昨今であるが、
教員養成段階だからこそ十分にできること、そ
の役割も多いと考えられる。
平成２８年度の研究においては、音楽授業に大

切なものはという問いに関しては、音楽的技術
は低く教材研究や教師としての技術が高かっ
た。教師に関する思いや技術を特に注視してい
ることが窺える。ただし、学生が実際に授業を
行う段階で他者の授業を受けつつ、自身の状況
なども考えながら、記録し評価していく段階に
おいてはどのような観点を持ちその重要性をど
こに感じているかは、明らかではなかった。
そこで他者とピア評価を行いつつ、他者の授

業を受けて感じ得ることを共感できる部分と改
善した方がよい部分を検討しながら、記録に残
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し、自身の今後につなげ、指導に結びつけるこ
とができるよう、相互の共感的内容、改善的内
容も含め記述内容の実態を知ることで、教員養
成段階の学生の評価観点を紐解く。学生自身と
模擬授業を実施した学生もともにリフレクショ
ンできる状態を目指している。
相互評価については様々な方法があるが、こ

こでは実践的経験値の低い学生に他者の記録を
取ることで、さらに幅を広げていき、深まる学
びへと導いていけるよう実践している。

３．方法

⑴ 評価における観点傾向の把握
・平成２８年度平成２９年度教員養段階の学生の音
楽科模擬授業記録

・模擬指導実施後にそれぞれが記述した記録を
調査しキーワードの出現個数からその評価観
点の傾向を探る

⑵ 評価の傾向
・平成２８年度平成２９年度教員養成段階の学生の
音楽科模擬授業評価

・実施授業における評価の状況と⑴の観点の傾
向から評価の傾向を知る

＊調査にあたっては授業研究に使用する旨、個
人が特定できない調査であることに同意を得
ている。

４．結果と考察

⑴ 模擬授業後に記述された学生のコメントか
ら、同一キーワードにおいても否定的内容によ
るものか肯定的内容によるものかを分け、検証
した。そこでキーワードとなる文言の在出現か
ら学生がどのような観点で模擬授業を受け、評
価活動を行っているかを検証した。改善的キー
ワード全３２１、共感的キーワード全２８１とデータ
個数は少数であるため、記録されたキーワード
数とともに記録内容より考察を行う。
その結果、共感的内容に関するキーワードの

中では、「教具、声、声掛け、歌詞、言葉、準
備、発表、めあて」が上位に位置し、授業を実
施する際の準備段階のもの、教師の発するもの
に集中していることが分かる。この上位８の観
点だけで、３分の１を全体が占めている。特に
最上位である「教具」については学生が授業内
において特に着目している。授業内容自体だけ
でなく準備また授業をより効果的にする教具に
おいて着目していることは、教材研究にもつな
がる部分であり、養成段階の学生が重要視して
いることがわかる。
また改善的内容においても、「発表、時間、

言葉、ワークシート、説明、歌詞、板書、ピア
ノ、めあて、楽器」の授業内容に直結した部分
に観点を置いていることがわかる。この１０項目
だけで３分の１を占めている。発表については
特に多く、この改善的内容において、発表に関
する準備、児童への伝え方、発表する目的など
形式にとらわれることで、発表内容が薄くなっ
ていくことを疑問視する見方が見受けられた。
またキーワードの上位を比較してみると、と

もに授業を成立させるにあたって、改善的内容
も共感的内容も共通したキーワードが多く表出
していることがわかる。特に「言葉・発表・準
備」についてはともに着目していることがわか
る。また「めあて」についても授業における重
要な着眼点と言える。これらは授業の前段階で
十分に確認できる内容であるため、指導案作成
の段階でのさらに深く検討すべき内容であると
言える。さらに特徴的なものとして、共感的内
容の「教具」である。効果的に授業を展開する
ためのものを総称して「教具」と記していると
思われるが全般的に授業の充実した成立に直結
していることがわかる。詳細の表記でなく「教
具」とする点は充実した授業と感じるうえで特
徴的なものであると言える。
音楽指導上の内容に関する項目については特

に改善的内容に表出していることがわかる。
「ピアノ」「伴奏」「リコーダー」「楽器」の表
記では、伴奏を実際のピアノで演奏することの
意味に重きが置かれており、その他楽器につい
ても実際に教師が演奏してみせるなどの内容に
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特に重きが置かれている。音楽科の授業におい
ては楽器演奏等の重要性を教員養成段階の学生
が持っていることがわかる。実技分野において
は得意不得意など学生により差があるが、生の
音により臨機応変に授業内で扱うことができる
ピアノ伴奏については重要であると感じている
ことがわかる。実際の教育現場においては音楽
専科以外の教員も授業を行うため、そのすべて
がピアノ伴奏を全面に行っているわけではない
が、教員養成段階において楽器演奏のできる教
員に共感する傾向が窺える。さらに改善的内容
においても、同様の傾向があり、CDの使用は
副次的扱いと考え、児童の実態に即するために
やはり楽器の扱い、伴奏の扱い等に評価観点と
して着目していることがわかる内容であった。
またワークシートに関する記述が共感的内

容、改善的内容においても記載されている。学
年別においてもすべての学年において高い数値
をあげており、教科書の扱いとともにワーク
シートの扱いが授業において重要なポイントに
なると感じていることが窺える。このワーク
シートの取扱いについては、音楽の授業におい
てはパフォーマンス評価などと異なり、文字表

記などで残すことができる１つの評価と繋がる
ものである。

［表２］表出キーワード

［グラフ１改善的内容 共感的内容］
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授業内容に関する項目では授業において「意
味」理解「発表」「説明」へのキーワードから
評価観点を持ちその内容から「わかりやすい授
業であるかどうか」「授業内容のわかりやすさ」
「めあて」「目標」の達成がなされているかと
いう観点を持っていることが窺える。
今回記録の調査から顕著に表出したキーワー

ドに「教師」があげられる。特に教師のパーソ
ナリティーに関して記載されているものが一定
量あることがわかる。協働し学びあう、アク
ティブラーニング授業が主流となってくる授業
実践のなかにおいても「教師」というキーワー
ドが学生によって表出されることは模擬授業に
おいての特徴的な部分であると感じている。教
師の態度や表情に関する表記が多かったことか
らもわかるように教師に向けられる評価は授業
内容もさることながら、授業においては非常に
大きなウエートを占めていると感じていること
がわかる。教師の共感的態度や声、表情などい
ずれの科目においても重要であろうが、特に音
楽においては楽器などと含め教師の声による演
奏や授業雰囲気作りは非常に重要である。
次にデータ個数が１の群について触れる。こ

れは特に多岐にわたっている。共感的内容につ
いては、「タイミング」「間」「合図」「目配り」
など細部にわたる評価観点を持って授業を受け
ていることがわかる。また改善的内容について
は、「教材研究」「教材選択」「時間配分」など
計画段階でより深く準備できるであろう部分に
対しての意見が多いことがわかる。教員養成段
階の学生が着目する観点であることから、実際
の授業における必要性などと同様に見ることは
できないが、教員養成段階の学生の評価の観点
についてその傾向の一側面を見ることができた
と感じている。
音楽技術的内容が共感的内容にも改善的内容

においても重要な部分を占めていることは音楽
科においてはその観点への扱いをより深く学ぶ
要素となりうると思われる。
さらに授業において学生がその模擬授業をど

のように評価しているかを毎回の授業後にルー
ブリック評価を実施し、本時が満足できるもの

であったかどうか、理解学習効果が上がるもの
であったか、本時の目標は達成されたかを尋ね
⑴から見た傾向と実際の授業に対する評価にど
のような傾向があるかを確認した。
［表３］は学年ごとにまとめた評価結果であ
る。記録にあるような詳細な記載ではなく、模
擬授業を実際に受け、学生が感じた内容につい
て評価するものである。
概ね第１学年、第３学年、第４学年、第５学

年、第６学年においては結果が分散されている
ことがわかる。この中で特に目標の達成度と理
解・学習効果は呼応しており、授業における目
標の設定は特に重要であり、理解できる内容で
あるかどうか、「何をどう学ばせたいか」「何が
できるようになるか」ということがまさに重要
であると言える。
これを受け前述の記録についてさらに詳細に

ついて考察する中で、一つの傾向が見られた。
まず１点目は「教師の知識」これは、楽器につ
いてや、歌唱、音楽的技術についての記載から
教師が音楽的知識を持ちつつ授業をおこなって
いるかどうか、という部分に着目している記録
である。その他の学年の記録からも、音符やリ
ズム、拍についてあいまいな指示を出すこと、
知識が不十分なまま授業を行っていることが明
らかにわかる場合について、改善的評価が見ら
れていることがわかった。学生の音楽的知識に
関する評価が明確に行われていることは、ある
意味学習の成果や評価がわかりづらいとされる
音楽科の授業においては非常に望ましい傾向で
あると思われる。また、このことから音楽的知
識や技能面においても教員養成段階において十
分に修得しておく時期として重要な時期である
と言える。
２点目は児童への振り返りが行われ評価の言

葉があることがあげられる。模擬授業では、振
り返りとなる活動が十分に取り入れられている
か、活動を中心に終わるという授業ではなく、
本時の学びを振り返る時間を持っているかどう
かが重要視されている。また、１つ１つの活動
について教師が評価する言葉を発しているか、
その学習の成果を確認しながら進んでいく状況
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にあるかもポイントとなる。記録においても、
共感的内容に「声掛け」「言葉」というキーワー
ドが多かった授業においては、達成度の上がる
ものであった。
学習効果が上がる、満足できるものである、

という評価が低かった授業について記録よりそ
の傾向を考察すると、「準備不足から、内容に
深まらない」「音楽の授業であるかどうか」「活
動とめあてのつながりがない」など教材研究と
指導案作成に関する部分からの指摘が多いこと
がわかった。活動をしているようで、学習への
深まりがない場合、また音楽技術面の指導はや
はりポイントとなっているようである。楽器、
歌唱、伴奏など音楽特有の授業準備については
避けて通れない部分である。
これら考察から、今後、この段階での音楽授

業を実施するにあたって学生が強化したいと感
じられている部分の改善内容を検討する一つの
糸口となったと言える。
特に顕著であったのは授業内のピアノ伴奏と

声である。また伴奏等を含めた授業内での歌唱
活動である。歌唱活動は、この段階にある学生
は、基本的器楽内容、弾き歌い、基礎的楽典内
容等の講義をすでに２年間に渡って学習してい
る。音楽科に関する指導法や関連科目において
も、弾き歌いの発表を必ず毎年課題として実施
している。歌唱共通教材の学生の選曲状況は、
［表４］の通りである。
学生の選曲から大半の学生は簡易伴奏を選曲

している。その中で「さくらさくら」「春の小
川」については特徴が見られる。「春の小川」
は簡易伴奏選曲者が圧倒的に多い。楽曲につい
ては、第３学年の共通教材で扱いやすく感じ、
歌唱しやすいが本格伴奏に困難を感じている状
況にあることがわかる。本格伴奏の［譜例２］
からもわかるように、右手８分音符が「小川」
のように滑らかに演奏し、４小節ごとのスラー
を意識しながら伴奏を演奏しなければならな
い。右手が主旋律のみを演奏しながら進む伴奏
の形式ではない。それに比較すると簡易伴奏で
は、右手主旋律左手２分音符という非常に演奏
しやすい楽譜となっている。歌唱しながらでも

弾きやすい楽譜を選択していることがわかる。
歌唱の側面から考察する４分音符のみで歌唱主
旋律が進行していることがわかり、非常に平易
で歌唱しやすい楽曲である。複雑なリズムや大
きな跳躍のない楽曲であり弾き歌いしやすい楽
曲の１つであると言える。
また「さくらさくら」については第４学年の

共通教材であり、日本古謡であり耳馴染みのあ
る楽曲の一つである。本格伴奏と簡易伴奏の選
曲者が同数であったが、本格伴奏では琴の音の
ような前奏が美しくこの楽曲の雰囲気を作りや
すい。さらに歌唱に入ると右手和音により進行
し、テンポも４分音符＝７２～８０と比較的ゆった
りしたテンポである。「さくらさくら」の簡易
伴奏は「春の小川」と同様に右手旋律、左手２
分音符の構成となっている。本格伴奏を選択す
ることで、歌唱が思うようにできかなかった
り、途中で止まってしまったりする可能性もあ
る中でより良く演奏できる方の伴奏譜を選択し
ていることが窺える。

しかし「われは海の子」「越天楽今様」「こい
のぼり」「子もりうた」「スキーのうた」「冬げ
しき」「とんび」は選曲されなかった。特に高
学年の楽曲を選択しない傾向が見られる。選曲
されなかった理由はいろいろと考えられるが、
リズムの複雑さやテンポの速さなど楽譜より読
み取れる点は多い。

［譜例１ 春の小川 簡易伴奏］

［譜例２ 春の小川 本格伴奏］
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歌唱共通教材 第３学年～第６学年
＊前奏後奏を入れ１番のみを弾き歌い n＝３０
学年 曲名 作詞者作曲者等 簡易伴奏 本格伴奏

３学年

「うさぎ」 （日本古謡） ２ ０

「茶つみ」 （文部省唱歌） １ ０

「春の小川」 （文部省唱歌）高野辰之作詞 岡野貞一作曲 ７ １

「ふじ山」 （文部省唱歌）巌谷小波作詞 ２ １

４学年

「さくらさくら」 （日本古謡） ３ ３

「とんび」 くず原しげる作詞 梁田貞作曲 ０ ０

「まきばの朝」 （文部省唱歌）船橋栄吉作曲 ０ １

「もみじ」 （文部省唱歌）高野辰之作詞 岡野貞一作曲 ６ ０

５学年

「こいのぼり」 （文部省唱歌） ０ ０

「子もり歌」 （日本古謡） ０ ０

「スキーの歌」 （文部省唱歌）林柳波作詞 橋本国彦作曲 ０ ０

「冬げしき」 （文部省唱歌） ０ ０

６学年

「越天楽今様（歌詞は第２節まで）」 （日本古謡）慈鎮和尚作歌 ０ ０

「おぼろ月夜」 （文部省唱歌）高野辰之作詞 岡野貞一作曲 １ ０

「ふるさと」 （文部省唱歌）高野辰之作詞 岡野貞一作曲 ０ １

「われは海の子（歌詞は第３節まで）」（文部省唱歌） ０ ０

学年 項目
思う ⇔ 思わない

５ ４ ３ ２ １

１

１ 本時が満足できるものだったか ２ ８ ７ ３ ０

２ 本時は理解・学習効果の上がるものだった ２ ５ ９ ２ １

３ 本時の目標の達成度 １ ９ ５ ２ １

２

１ 本時が満足できるものだったか ３ １３ ０ ２ ０

２ 本時は理解・学習効果の上がるものだった ５ １１ ３ ０ ０

３ 本時の目標の達成度 ３ １０ ４ ２ １

３

１ 本時が満足できるものだったか ３ １０ ３ １ ０

２ 本時は理解・学習効果の上がるものだった ２ １４ １ ０ ０

３ 本時の目標の達成度 ２ １２ ３ ０ ０

４

１ 本時が満足できるものだったか １ １０ ４ １ ０

２ 本時は理解・学習効果の上がるものだった ２ ６ ８ １ ０

３ 本時の目標の達成度 ０ ６ ８ １ ０

５

１ 本時が満足できるものだったか ２ ９ ３ ０ ０

２ 本時は理解・学習効果の上がるものだった ２ ９ ３ ０ ０

３ 本時の目標の達成度 １ ７ ５ １ ０

６

１ 本時が満足できるものだったか ３ ４ ４ １ ０

２ 本時は理解・学習効果の上がるものだった ０ ７ ５ ０ ０

３ 本時の目標の達成度 ０ ８ ４ ０ ０

［表３］授業後の評価 n＝２０

［表４］歌唱共通教材弾き歌い選曲
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さらに音楽技術面での記述においては、「歌
唱」についてもコメントが顕著であった。「教
師の歌がよい」「人の声に合わせるほうが歌い
やすい」「声が通って歌いやすい」「CDではあ
わせられない」「CDが教科書の楽譜と違う編
集である」など教師が生の声で歌うこと、ピア
ノ伴奏であれば臨機応変に歌唱させることがで
きることがきわめて非常に貴重であり、重要で
あると感じていることがわかる。音楽科ならで
はの回答であろうが、音楽を教える教員にとっ
ては大切にしてほしい部分である。また教育現
場の教員になってからも音を、声を大切にし、
生の音を児童に示すことができるような授業の
構築をしてほしいと希求するものであり、養成
段階の学生がそのような視点を持ったことは非
常に喜ばしいところである。

５．まとめ

本稿においては、教員養成段階において学生
が音楽科の模擬授業においてどのような観点で
同じ志を持つ学生同志が評価を行うのか。また
その傾向から現段階で必要な学習内容の改善が
必要とされているかについて考察した。改善内
容については授業内容が特化しており、共感的
内容については「教員」について特に着目され
ていた。模擬授業が授業内容とともに、音楽的
技術面の観点を必要とされていることがわか
り、さらなる教育内容の改善の方向が見えた。
今後の課題としては教員養成段階だからこそ

できる教育内容をさらに深化させていきたい。
また教員養成段階の学生の現状を踏まえ今後

教育現場における音楽を専門としない教師にお
ける音楽の授業構築や音楽的活動に関する指導
についての比較をさらに研究発展させたいと考
えている。
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